
生物多様性の主流化・行動変容に関する
取り組みの現状と今後の進め方について

資料－２



国連生物多様性の10年日本委員会（UNDB-J）
愛知目標の達成に向けた各セクターの参加と連携による具体的な行動を推進し、生物多様性の
主流化を目指すことを目的に2011年9月1日に設立

愛知目標での記述

「広報・教育」「連携」「ビジネスからの取組の促進、国民の
行動変容（例：消費行動の転換）」を目指す。

目標１：遅くとも2020年までに、生物多様性の価値と、
それを保全し持続可能に利用するために可能な行動を、人々が認識する。

生物多様性の主流化に向けた取組
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委員会が推奨する
連携事業の認定

愛知目標に貢献す
る取組を登録する
「にじゅうまるプ
ロジェクト」等の
中から、委員会が
推奨する連携事業
を認定

意見・情報の交換

COPやリオ+20
など様々な
機会を活用して
UNDB-Jの活動を
国際社会に発信

MY行動宣言５つのアクション
生物多様性アクション大賞

生物多様性のためにで
きる身近な行動を宣言
する「ＭＹ行動宣言５
つのアクション」の普
及と、これに即した活
動を地域から掘り起し
て表彰

全国の多様なセクターによる
情報交換を実施

地域のさまざまな活動の紹介、
意見交換を実施

生物多様性全国ミーティング 生物多様性地域フォーラム 国際社会への情報発信

推薦図書
「生物多様性の本箱」

の選定

生物多様性の理解や普及
啓発、環境学習にも資す
る図書を推薦ツールとし
て選定するとともに、寄
贈プログラムを整備し協
賛団体を募集

UNDB-Jの取組例
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MY行動宣言の概要

アクション

手法1：イベント等でシートで宣言 手法2：ネットで宣言 http://undb.jp/spread-action/entry/ 3



地域循環共生圏を支える
「つなげよう、支えよう森里川海」プロジェクト

森里川海を豊かに保ち、その恵みを引き出します
森里川海が本来持つ力を再生し、恵み（清浄な空気、豊かな水、食料・資材等の恵みを供給する力や自然災害への
しなやかな対応力、再生可能エネルギー等）を引き出すことで、森里川海とその恵みが循環する社会をつくります。

一人一人、一社一社が、森里川海の恵みを支える社会をつくります
私たちの暮らしは森里川海の恵みに支えられているだけでなく、日々の暮らし方（消費行動や休暇の過ごし方など）を
変えることによって、私たちが森里川海を支えることができます。一人一人がそれを意識して暮らす、いわば人と自然、地
方と都市が共生する社会への変革を図ります。

プロジェクトの目標

生活者目線で地域循環共生圏を広げる運動
つまり、「 」＝一人一人、一社一社のライフスタイルシフトが基盤

SDGsを実践するための
暮らしのヒント
パターン ライフスタイル
ランゲージ イノベーション

暮らしを変える
SDGsチャレンジ
アンバサダー×Youtube

×気になる地域が
あったら訪ねて
みて、お気に入
りの地域に出
会ったら定期的
に通ってみます。

自分の故郷や住んでいる場所に関わ
らず、「ふるさと」だと感じられる地
域をつくります。

ふるさとづくり
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おでかけのおとも ごみダイエット もののものがたり

シェアする暮らし じっくりセレクション フードレスキュー

ものを買うときに、繰り
返し使えるものや、土に還
りやすそうなもの・方法を
選びます。
詰め替え可能な商品を選

んだり、買い物の際にレジ
袋や過剰な包装を断ること
も手軽にできるやり方です。

お気に入りの物
で身の回りを囲む
と日々の生活が楽
しく豊かになりま
す。結果、ゴミも
少なくなります。

どんなものも地球の資
源をいただいた、誰かの
仕事の結果です。そんな
ことが感じられると、値
段の意味も違って見える
かもしれません。

持っているものに飽き
てしまったり、新たに必
要なものが出てきたとき、
「もらう」「借りる」
「共有する」「あげる」
方法を考えます。
そうすると、ものの消費

サイクルが伸びるので、ゴ
ミを減らしたり、出費を抑
えることにつながります。

レスキュー隊員に
なった気持ちで、個性
がある形をした野菜た
ち、期限が近い商品を
選ぶと、食べものが無
駄に捨てられてしまう
ことを防ぎます。

3年後にも大切
に使っているか
どうかを想像し
てみるのも一つ
の判断基準にな
ります。

買い物するときの商品選びやお休みの日の過ごし方を変える、暮らしのヒントを提案。
ハッシュタグをつけ、SNSでの拡散に取り組んでいる。

SDGsを実践するための暮らしのヒント

毎日食べているもの、衣類、使ってい
るものは、どこで、誰が、どんな風に
作ったんだろう？と情報を集めてみます。

無意識に、色や形が良いもの、長く保存
ができるものを選んでしまう私たち。

欲しいと思うものを見つけた時、衝動
だけで買いたいのか、自分にとって本当
に必要なものなのかを、見極めます。

「日々を一緒に過ごす」という感覚でお
気に入りのアイテムを持ち歩きます。例え
ばマイボトル、ハンカチ、エコバッグ等。

「つなげよう、支えよう森里川海」プロジェクト
ライフスタイルイノベーションを促すパターンランゲージ
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生物多様性の認知度の推移
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令和元年度 生物多様性に関する世論調査（生物多様性の認知度に関する設問）

令和元年８～９月に実施に実施した世論調査では、「生物多様性」の認知度は、
51.8％。
前回調査（平成26年）に比べると、認知度はやや上昇している。ただし、COP10
直後のH24年の調査結果には及んでいない。
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生物多様性の認知度の推移

令和元年度 生物多様性に関する世論調査（生物多様性の認知度に関する設問）

年代別に見ると、18～29歳の認知度が63.7％となるなど、若年層ほど認知度が高
い傾向にある。
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生物多様性の認知度の推移

令和元年度 生物多様性に関する世論調査（生物多様性の保全に寄与する行動に関する設問）

８割を超える方が生物多様性の保全につながる行動への意向を示している。
MY行動宣言の「たべよう」「えらぼう」といった身近な消費行動に関しての行動
意向が高い傾向。
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取り組みたいと思うことはない
地域や全国の外来生物の駆除などに参加する＊
自然の素晴らしさ等を、写真や絵などで伝える＊
自然の体験、動物園や植物園で生物に触れる＊

環境に優しい商品を選んで買う＊
地元で採れた旬の食材を味わう＊

問 環境省では、国民が取り組める生物多様性の保全に貢献する行動を次のとおり５つにまとめ、できる行動を皆様に宣言し
ていただくよう呼びかけています。あなたは、この５つの行動の中で既に取り組んでいる、または取り組んでみたいと思うこ
とはありますか。この中からいくつでもお答えください。（複数回答）
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MY行動宣言の課題等

【論点①】

・宣言内容の改善について

より具体的な行動を促すための内容面での工夫は可能か？

【論点②】

・宣言方法の改善について

行動の内容をチェックすれば宣言可能。本当に具体的な行動に繫がっているか？

宣言後は、手元にシートは残るが、存在を忘れてしまうのではないか？

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸやﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟがないので、継続しないのではないか？

【留意点】

・作成した「新MY行動宣言」を普及していくのは、ポストUNDB-Jであり、限られた予算

内でツールを作成・維持管理する必要がある。

・デジタル技術の活用も視野に入れつつ、可能な限りローコストでのフィードバック等を

考える必要がある。
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今年度の調査検討①（環境省のナッジ事業の一部として実施）

MY行動宣言における課題抽出、ナッジ効用の把握を行うため、以下の調査を実施する。

（１）何も実施しない人

（２）現在のMY行動宣言にて宣言する者

（３）ナッジの効用を期待した新MY行動宣言（仮）にて宣言する者

の３グループに分け、一定期間前後に行動変容の程度についてアンケート調査を実施する。

アンケートにおいては、効果や課題等について聞き取り、今後のWGにおける活動へ生かす情

報を収集する。

【ナッジ効用の検討案】
・行動内容を具体に記載する
・達成した場合に、アイコンを色塗りする
・目立つところに設置、写真撮影する

理解の醸成や宣言の効果を高められないか。
振り返る機会を創出できないか。
宣言の効果を高められないか。

10



【参考】MY行動宣言試行モデル版
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今年度の調査検討②（ 「つなげよう、支えよう森里川海」プロジェクトの一部）

※イメージ

パターンランゲージ（暮らしのヒント）をショッピングセンター等に掲示し、地域
産食材や環境配慮食材購入等、消費者の行動変容への影響調査を行って、「暮らし
のヒント」の効果検証を行う。

※会計を済ませた人にアンケートを実施し、掲示の対象商品の購入の有無を聞くことで、掲示の対象商品
の購入割合を調べる。その割合が掲示をする日・しない日でどう変わるか調査する。
※調査を実施する店舗や調査内容等については、今後調整予定。
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